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デジタル化された空間情報を元にした地理情報システム は 現在
様 な分野で活用されている 日本南極地域観測で得られた地図デ タを 研究者
を始め多くの人 に容易に利用可能にするため 情報 システム研究機構新領域
融合研究センタ の新領域融合プロジェクトのもと 南極 ポ タルサイトを
構築した 国土地理院および国立極地研究所が保有する南極域の地図デ タを
上で利用可能なようにデジタル化し 南極域の基礎的な空間情報がほぼ整備
された 南極 ポ タルサイトにより 地図を利用する基本的な作業が 上
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;
: GIS (Geographic Information Systems) based on digitized spatial infor-
mations have been employed in various ﬁelds recently. GIS portal site of Japanese
Antarctica research has been built under the project of transdisciplinary research inte-
gration of Research Organization of Information and Systems to make good use of
Antarctic map data for researchers and the public. The map data of Antarctica that
the Geospatial Information Authority of Japan and the National Institute of Polar
Research hold were digitized for use on the GIS portal site Web services. Fundamen-
tal spatial information on the Antarctic region was prepared, and GIS portal site of
Japanese Antarctica research provides basic map operation services on the Web. GIS
portal site of Japanese Antarctica research also serves data set of the map that are
available for Google Earth and the other GIS application. Although the location
errors of various kind of map data should be ﬁxed, substantial use of GIS portal site of
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野木義史 北本朝展
プリケ ションと連携が可能な地図デ タセットが提供されている 異なった種
類の地図の位置デ タの整合性をとるという問題は残されているが 今後 南極
ポ タルサイトを基礎とした より充実した活用方法等が望まれる
地図は 空間デ タを視覚化するためのものであり 一般に地球表面の一部または全部を
記号 文字 色彩等を用いて平面上で縮小表現したものである 地図には 地形図 地質図
海図や道路地図等 様 な種類の地図が存在し また 球体である地球を平面で表現するた
め目的に応じた投影法が用いられている 最近では 紙媒体等で作成された地図から コン
ピュ タ 等を通してデジタル的に操作することができる地図に移り変わってきている デ
ジタル的に地図を扱う事ができるシステムのひとつとして がある とは 地理情報
システム の略称であり デジタル化された地理的情報を
もとに それらに付加情報を持たせ 位置や場所から様 な情報を統合したり 分析したり
コンピュ タ 等に分かりやすく空間情報を視覚化する事が可能なものである 現在
は 物流 行政や研究観測等 幅広い分野で利用されている
南極の地図や地質図は これまでほとんど紙媒体であった このため 緯度経度情報等を
もとに 簡易に地図上にデ タを描画する等の作業が困難であった そこで コンピュ
タ 上で最近広く利用されつつある を利用し 南極の地図デ タのデジタル化を図り
研究者間等での容易な利用や異種デ タ間の定量的な比較等が可能となる基盤を確立する必
要があった
このような状況の中 情報 システム研究機構新領域融合研究センタ では 新領域融合
プロジェクトとして 平成 年度に南極域の 整備を視野に入れた 地球科学総合情報
デ タベ スの構築に関する研究 が開始され この翌年度からプロジェクトを統合および
拡大する形で 分野横断型融合研究のための情報空間 情報基盤の構築 が実施された こ
のプロジェクト内では サブテ マのひとつとして 生命などの巨大システム解明のための
統合的地球情報基盤の形成と活用手法の確立 が行われた このサブテ マの一部である統
合的地球情報基盤形成の研究では 地球科学情報のデ タ コンテンツ を利用可能な形に
整備し デ タを統合して使用できるシステムを構築するという 二つの大きな柱のもとに
研究が推進された このサブテ マは 国立情報学研究所 統計数理研究所および国立極地
研究所 以下 極地研 によって研究が進められ 極地研が保有する南極域のデ タを整備
し 多くの人 に利用可能な南極域のデ タ情報基盤の構築も大きな目的のひとつであっ
た 特に 空間情報として基礎となる 国土地理院や極地研が保有する日本の南極域の地図
に関して デジタルデ タの整備が遅れていることから 紙媒体のデ タについては新たに
デジタル化し 南極 ポ タルサイトの構築を目指した 約 年間の新領域融合プロジェ
クトの結果 南極域の基礎的な空間情報がほぼ整備され 南極 ポ タルサイトが基本的
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に利用可能となった 本稿では 新領域融合プロジェクトにより構築された南極 ポ タ
ルサイトの構成 機能等とともに 現時点での問題点および今後の展望について述べる ま
た 本稿で使用した略語 用語の解説を として文末に付した
南極 ポ タルサイトの構築には 米国 社製品の 世界的に広く活用されている
を使用した 現在の のバ ジョンは である 基本的には 国土地理院や
極地研が保有している南極域の地図に関する情報を サ ビスを通して簡易に閲覧でき
るシステムである 地図デ タの公開にあたっては サ バ を 台立ち上げ 一般公開用
の サイトと 共同研究等の利用を目的とした極地研所内の サイトを用意した 一
般公開用の は であり サ ビ
スを通した地図の情報の閲覧等が可能である また 共同研究等の利用を目的とした極地研
所内向けの は である 所内向けの サイトでは
サ ビスを通した地図情報の閲覧等に加えて サイトで使用されている地図デ
タがダウンロ ド可能となっている 極地研所内向けの サ ビスは 基本的に所内での
利用を想定しており 所外のアクセスを制限しているが 共同研究等を目的としている事か
ら 所外研究者の申請に応じて所外からのアクセスも可能である 図 に 南極 ポ タ
ルサイトのフロントペ ジを示す 一般公開用では 図 で示された画面の前に このポ
タルサイトの利用承諾画面が表示される
南極 の内容は 表 に示されるように 地形図 地質図 航空写真 衛星写真図や標
高モデル等である これらの地図情報が 上で表示できるようになっている にお
ける空間デ タの形式は ベクトルデ タとラスタデ タの つに分類することができる
ベクトルデ タは 点 線 面等の図形を 座標値及び座標値の列によって表現するデ タ
のことである ラスタデ タは 画像デ タであり その例としては航空写真や衛星画像等
が挙げられる 言い換えれば ラスタデ タは 規則正しい格子状 グリッド に並んだピ
クセル 画素 の集合体である 現在 南極 ポ タルサイトに格納されている地図デ




ポ ラ ステレオ図法で表示されるようになっている 基準となる緯度経度 ポ ラ ステ
レオ図法での座標の原点 が南緯 度 経度は東経 度である 国土地理院では 年に
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URL http: //geogisopen.nipr.ac.jp/gisopen/index.html Web









































使用 詳細の表示用には の デ タを使用
国際地球基準座標系 に改訂する勧告を受
けた事により に基づく測量が実施されるようになった
と の基準座標系である との誤差は 以内とされている この
ポ タル構築にあたって使用した多くの紙媒体の地図が 過去に採用されていた測地基準系





























ITRF International Terrestrial Reference Frame:
ITRF ITRF Altamimi .,
GPS WGS cm GIS
WGS
Fig. . Front page of GIS portal site of Japanese Antarctica research.












過去の地図デ タの一部には 単純な座標変換だけでは解決できない歪みがある このよう
な地図デ タも統一的に 上で表現するため の の海岸線デ タ等と可能
な限り合致するようなデ タベ スを作成した このため 表示上でも の
の地図投影に準拠する形で表示している 現在も国土地理院により 過去の地図デ
タの への変換が行われており 南極 ポ タルサイト内のデ タも変換済みの
地図デ タに順次更新を行っている また 共同研究等の利用を目的とした極地研所内の
上では 背景地図として のデ タを使用しており のデ タも閲覧可能で
ある
図 に 地質図を選択した時の南極 ポ タルサイトの画面構成を例として示す 図
では 画面の大まかな構成要素を赤線で囲んでいる 上の 画面は 地図表示画面を
中心に メニュ 地図表示内容 概観図 地図操作ツ ル等で構成される また表 には
上で使用できる機能の一覧をまとめている 一部 極地研所内向けの サ ビスの
みでしか使用できない機能があるが 一般公開用のサイトでもほとんどの機能が使用可能で
ある
最上部のメニュ は 地図 表示 選択 描画 ウィンドウ および 設定
で構成される 地図 からは 地図の管理 印刷や画像のエクスポ トが行える 表示
からは 場所の移動や縮尺の変更等が行える 表示 メニュ では 地図の回転機能も含ま
れている これは 上の地図画面の表示が 南緯 度 経度および東経 度を基準の緯
度経度とした地図を表示しており 表示した画面の真上が北にならないため 画面上の真上
の方向を北方向等に変更できるように 経度の入力 もしくは画面上で 点を結ぶ直線を設
定し 地図画面がそれらに垂直になるように回転表示することができる機能である ただし
この機能を実行した後は空間検索が行えない等 一部機能が制限される 選択 からは 属
性検索等が可能である 描画 では 表示された地図上に マ カ ラベルや簡単な図形
等の描画ができる ウィンドウ からは 概観図や属性検索の結果等の表示や非表示を選択
できる また 設定 では 画面上の図形等を選択した時のハイライト色が変更できる
上の地図表示と地図内容の表示の間に 地図操作ツ ルバ がある 地図操作ツ ル
バ に説明を加えたものを図 に示す このツ ルバ を使用して 拡大 縮小 移動 全
体表示 属性表示等が行える さらに 地図操作ツ ルの一番下には 二点間の距離等を簡
単に計測できるツ ルがある また 画面左上の地図表示内容の部分では チェックの
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Fig. . Example of screen structure of GIS portal site of Japanese Antarctica research.
















































ここでは や アプリケ ション等との連携について述べ
る アプリケ ションとの連携については サイトで使用されている地図デ タの
ダウンロ ドが必要な場合がある ほとんどの外部アプリケ ションとの連携方法について
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の地質図を インタ ネット配信を通じて 誰でもどこでもお互いに使えるようにという考
えのもとに構築された全地球地質図ポ タルサイトである デ タは 各国のサ バ から
や という形式で のポ タルを通じてユ ザ に配信されている
と は オ プン地理的情報システム によって発行されたウェ
ブマッピング規格である は を は を表
す 南極 ポ タルサイトの地質図のデ タでは が提供されており これにより
との連携が可能となっている 地質デ タの は
で
ある 図 に セ ル ロンダ ネ地域の地質図を ポ タルを使用して表示さ
せた例を示す
地質図のデ タは さらに における位置情報を示すファイル ファイル
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Fig. . Example of geological map in the Sor Rondane Mountains using Google Earth./





















































































































である を使用した セ ル ロン
ダ ネ地域の地質図の表示例を図 に示す 図 は 上で視点を変え 高
度の起伏を強調して表示した同地域の地質図である この図からは この地域の地質帯が三
次元的にどのように分布しているかを把握する事が可能である このような三次元的な地質
帯の分布形状は デジタルデ タである事から容易に視覚化できる さらに こういった新
しい視点から今後の研究の進展が期待される
当然ながら 南極 ポ タルサイトに登録されているデ タは 商用やフリ の ソ
フトでも利用可能である 商用の ソフトとしては や 等があ
る 特に 社製の での利用は 南極 ポ タルサイトのエンジンが
である事から親和性も高く 地質図デ タ等は上記 により ネットワ クを
通じて表示が可能である
一方 フリ の ソフトとしては や 等が挙げられる フリ の
での利用に関しては 現時点では サイトで使用されている地図デ タのダウンロ
ドが必要となり 共同研究等の利用を目的とした極地研所内向けのサ ビス限定となる こ
こでは を使用した地図描画の例を図 に示す この図は で
ラスタデ タとして 南極 ポ タルサイトからダウンロ ドした 万分の のリュ
ツォ ホルム湾地域の地形図 国土地理院の整備した およ
び 万分の のリュツォ ホルム湾海底地形イメ ジをレイヤ として透過して重ね合わ
せ ベクトルデ タとしてリュツォ ホルム湾海底地形の等深線と 向斜軸および背向軸の
地質デ タを示したものである 地域としては 東経約 度 分から 度 分 南緯約
度 分から 度 分の間の オングル諸島からスカルブスネス付近までを切り出して表
示している このようにフリ の ソフトでも 今まで容易ではなかった異なった種類の
地図デ タの重ね合わせが簡単に行える この図からは 陸上の地形と向斜軸および背向軸
との関係から それらの延長としての海底地形という観点で捉え 地磁気異常のようなその
他の地球物理デ タと組み合わせ 陸上から海底にかけての地質構造の連続性に関する検討
も可能であろう 現時点では 海底地形デ タの精度が十分ではなく この観点からの検討
は難しい しかしながら 新しい南極観測船 しらせ に マルチビ ム音響測深器が搭載
された事により この海域の詳細な海底地形が明らかになっていく事が期待される これに
より 上記のような陸上から海底にかけての地質構造の連続性に関する検討も現実的となる
































































GIS ArcGIS Desktop MapInfo
ESRI ArcGIS Desktop GIS
ArcGIS WMS
GIS Quantum GIS GRASS
GIS Web
Quantum GIS Quantum GIS
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である 過去の紙地図の座標は 測地基準系 から の単純な変換では済まず も
ともと大きく歪んでいるものがある これらのデ タは デジタル化した時点で参照できる
デ タに可能な限り合わせたが 完全には補正されていない さらに 国土地理院が提
供する 座標系で作成された最新のデ タと デ タにも食い違いがある
過去の地質図も 過去の国土地理院の地図を参照して作成しているため 地質のベクトル
デ タ等も国土地理院が提供する最新のデ タと食い違いがある 国土地理院も 最新の測
量結果や衛星デ タ等を使用して地図の改訂を進めている 今後は 南極 ポ タルサイ
トのデ タを国土地理院が提供する最新のデ タに更新し これらの最新デ タを基準に
順次地質図等のデ タも更新していく必要がある また 国土地理院でもインタ ネットを
通じた地図デ タの提供を予定しており 南極 ポ タルサイトのデ タ更新とともに
国土地理院のサ バ とうまく連携した効率的な運用を検討していく必要がある
南極 ポ タルサイトは 現時点では日本語版のみの提供となっている や国外
研究者への日本の保有する南極域の地図デ タ配信という意味で 英語版のポ タルサイト
の構築が必要であろう さらに 海外の一般向けの南極 ポ タルサイトも構築する必要
があると考えられる しかしながら 現状では上記の異なった種類の地図の位置デ タの食
い違いという問題がある このため 海外配信用のポ タルサイトに関しては これらの位
置デ タの整合性をとった後 構築する事が望まれる また ここでも国土地理院との連携
を考慮する必要があるであろう
南極 ポ タルサイトにより 研究者がこれまで不可能であった 南極域の空間的な異
種デ タ間の定量的な比較が可能となる基盤を提供した 研究で利用されることはもとよ
り 今後の南極域での研究計画や設営計画を立案する上でも 重要な基盤デ タベ スとし
て機能するであろう また 第 次南極地域観測 から 南極観測船 しらせ
上でも 南極 ポ タルサイトが利用可能なように 船上に同機能のサ ビスを提供する
サ バ を搭載予定である これにより しらせ 船上でも 上で地図が閲覧可能とな
り 船上での観測計画の詳細の検討等に利用されるであろう また 上記で挙げた問題点の
早急な解決が必要であろう 今後 地図デ タベ スの更新や地理情報以外とのリンク等
南極 ポ タルサイトを基礎とした より充実した活用方法等が望まれる
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理的情報をもとに それらに付加情報を持たせ 位置や場所から様 な情報を統
合したり 分析したり コンピュ タ 等に分かりやすく空間情報を視覚化する
事が可能なもの
は 米国 社の ソフトウェア
ファミリ の総称 市販の ソフトウェアの中でも 世界的に広く活用されて
いる は デスクトップ サ バ 等から構成されている
世界測地系 の略語 は 米国が構築 維
持している世界測地系 世界測地系とは 世界で共通に利用できる位置の基準で












ルデ タベ スである デ タは の標準的なベクトルデ タ形式であ
るシェイプファイルとして保存さており 科学的な目的で使用する事を前提に
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ADD Consortium ( ): Antarctic Digital Database: ADD version . .: manual and bibliography. Cam-
bridge, Scientiﬁc Committee on Antarctic Research, p.
Altamimi, Z., Sillard, P. and Boucher, C. ( ): ITRF : A new release of the International Terrestrial
Reference Frame for earth science applications. J. Geophys. Res., (B ), , doi: . / JB
.
Amante, C. and Eakins, B.W. ( ): ETOPO arc-minute global relief model: procedures, data sources
and analysis. Bolder, Colo., National Geophysical Data Center, Marine Geology and Geophysics
Division, p. (NOAA Technical Memorandum NESDIS NGDC: ).
Moriwaki, K. and Yoshida Y. ( ): Bathymetric chart of Lutzow-Holmbukta (Lutzow-Holm Bay), Tokyo,
Natl Inst. Polar Res. (Special Map Series of the Natl Inst. Polar Res.: ).
GIS: Geographic Information Systems
ArcGIS: ArcGIS ESRI GIS Geographic Information System
GIS
ArcGIS GIS, GIS




ITRF : International Terrestrial Reference Frame





ADD: Antarctic Digital Database SCAR Scientiﬁc Committee on Antarctic Re-
search:
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